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前回は特別緊急企画として、新型コ

ロナウイルスに関する基礎知識やよ

くある疑問、コロナ流行によって社会

がどのような影響を受けたのかにつ

いてスペシャルゲストの某 I さんをお

招きしてお話をうかがいました。 

 今回からは、また元のテーマに戻り、

現代の曖昧な差別「マイクロアグレッ

ション」について考察を深めていきた

いと思います。第 10 回目の連載では

マイクロアグレッションに関してよ

く聞く疑問や私自身も感じていた疑

問について Q&A の形式で考えました

（前回の Q&A 内容：Q1.マイクロ・

アグレッションとはなんですか？、

Q2.マイクロ・アグレッションと差別

の違いはなんですか？、Q3.マイク

ロ・アグレッションと一般的な「から

かい」や「いじり」とはどう違うんで

すか？）。今回も引き続き、マイクロ

アグレッションに関してよく聞く疑

問を取り上げ考えてみたいと思いま

す。 

 

 

Q. マイクロアグレッションでは、小

さなことを大げさに言いすぎなので

はないですか？ 

 

 マイクロアグレッションに対する批

判の中に、「（無意識的な）マイクロア

グレッションを問題にするマイノリ
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ティは、針小棒大なのではないか？」

「マイクロアグレッションを気にす

る人は、敏感過ぎるのではないか？」

といったものがあります。何気ない日

常の一言、悪意のない無意識的なマイ

クロアグレッションを問題にするこ

とは、「小さなことを大げさに言い過

ぎる」話なのでしょうか？実際、マイ

クロアグレッションにモヤモヤした

場合でも、それを問題にすれば「敏感

過ぎる/怒りっぽいマイノリティ」とい

うレッテルをはられてしまうのでは

ないかと恐れ、当事者が何も言わない

こともしばしばあります。 

 マイクロアグレッションに関する

議論が盛んに行われている米国にお

いても、「マイノリティはマイクロア

グレッションに対して不釣り合いに

過敏に反応する傾向がある」とか、「感

情的な反応が過剰で馬鹿げているよ

うに思える」とかいった批判が存在し

ます（例えば Thomas,Lillienfeld 等）。

こ の テ ー マ に 関 し て 、 Keon 

West(2019)は、このような主張をする

人々はマイノリティが本当に過敏で

あるか、実際には調査したことがない

ことを指摘した上で、有色人種を例に

とり、本当に有色人種の人々が白人に

比べて過敏なのかを調査した面白い

調査があります。 

 この調査では、いくつかの質問紙を

組み合わせ、有色人種および白人の調

査協力者の①マイクロアグレッショ

ンを経験した頻度、②人種・民族的ア

イデンティティとは無関係の否定的

経験をした頻度、③生活全体の満足度

を評価する調査を行いました。またマ

イクロアグレッションの形をとった

ネガティブな体験をする想像をし、そ

の時の気分について質問されました。

これらの調査は、本当に人種・民族的

マイノリティがマジョリティよりも

マイクロアグレッションに対して、よ

り否定的な反応を示すのかを調べる

ためのものです。もしこの仮設が正し

いなら、人種・民族的マイノリティの

方がマジョリティよりもマイクロア

グレッションとネガティブな心理的

反応との間により強い関連性が見ら

れるであろうからです。 

 調査の結果は、いわゆる「マイノリ

ティは過敏」説に反するものでした。

まず、いくつかの質問紙を組み合わせ

た調査においては、マイノリティはマ

ジョリティよりも多くのマイクロア

グレッションを経験していることは

明らかになりました。一方で、人種・

民族的アイデンティティとは無関係

の否定的経験をした頻度や生活全体

の満足度を評価する調査においては、

両者の違いはみられませんでした。ま

た、マイクロアグレッションの形をと

ったネガティブな体験を想像するこ

とは、確かにポジティブな感情を減少

させ、ネガティブな感情を増加させま

したが、こちらも当事者がマイノリテ

ィであるかどうかはその感情の強さ

に関係しませんでした。 

 これらの結果から浮かび上がって

くることは、（一部の）人種・民族的

マイノリティは、些細な、あるいは無

害な出来事に対して「過敏に」で反応
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しているだけであるという米国では

繰り返し主張されてきた「過敏症仮説」

を支持する証拠は見いだされなかっ

た、ということです。調査においては、

人種・民族的マイノリティとマジョリ

ティとの間に「感じ方」の違いはなく、

両者における唯一の違いはマイクロ

アグレッションを受ける「頻度」でし

た。 

 しかし、米国では実際にマイノリテ

ィはより敏感なのかを調べる調査が

なかったにも関わらず、このような主

張が繰り返されてきました。もしかす

ると、私たちはその事実により注目す

るべきなのかもしれません。つまり、

さしたる根拠がないにも関わらず、な

ぜ多くの人は「マイノリティは敏感」

という俗説に乗ってしまいやすいの

でしょうか？そこには、マジョリティ

のどのような心理的願望や背景が隠

されているのでしょうか？それを探

ることで、むしろマジョリティの心性

に関する新たな発見が得られるかも

しれません。 

  

 

Q. マイクロアグレッションにはどの

ような影響がありますか？ 

  

マイクロアグレッションは日常的

で、比較的些細な出来事に見えるかも

しれませんがその悪影響はストレス

やトラウマ、抑うつ、希死念慮などを

含むほど深刻であることがいくつも

の調査において繰り返し明らかにな

ってきています。 

 またその影響は生涯に渡ることが

指摘されており、例えば母親における

孤独感との関連、出生時の低体重体重

児の増加、幼少期の適応不良、大学生

におけるアルコール関連の問題等も

指摘されています。また高齢者を対象

とした縦断的研究では、日常的な差別

という形でのマイクロアグレッショ

ンは、感情的な健康に強い負の影響を

及ぼすことが明らかになっています

し、高齢者における記憶力の低下を予

測することも指摘されています。 

 さらにその影響は身体にも及ぶこ

とが徐々に明らかになっています。例

えば、マイクロアグレッションは心疾

患の増加を予測することが調査によ

り明らかになっていたり、心臓病、痛

み、呼吸器疾患などの慢性疾患も予測

されたりしています。 

 また米国における 5000 人以上の黒

人のアメリカ人に関する全国規模の

データを用いた研究では、人種による

差別は人種以外の原因によるネガテ

ィブな経験と比較して、深刻な心理的

苦痛を発生させることを明らかにし

た研究もあります (Chae, Lincoln, & 

Jackson, 2011)。 

 これらの調査から明らかになったこ

とは、社会的マイノリティのストレス

は固有のものであり、すべての人が経

験する一般的なストレス要因に付加

的なものであるということ、したがっ

て、社会的マイノリティはより多くの

適応努力を必要とするということで

す。 
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 以上、今回はマイクロアグレッショ

ンに関して、よく聞く疑問の中から

「マイクロアグレッションでは、小さ

なことを大げさに言いすぎなのでは

ないか」「マイクロアグレッションに

はどのような影響があるか」について

取り上げて主にこれまでの調査で明

らかになってきたことを紹介しまし

た。 

 様々な調査が、マイクロアグレッシ

ョンは明らかに心身にネガティブな

影響をもたらし、社会的マイノリティ

に固有の負荷を与えることを示して

います。それにも関わらず、「マイク

ロアグレッションはとるに足らない

こと」「マイノリティは過敏」といっ

た俗説が流れたり人々がそれを容易

に信じたりしてしまうのはなぜなの

でしょうか。先にも述べたように、今

後の調査ではむしろそのような心性

に関する調査や研究が待ち望まれて

いるのかもしれません。 
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